
一般質問

平成３０年（２０１８年）１月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
／

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
い
て

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

小
川
駅
西
口
駅
前
の
整
備
は
小
平

ら
し
く
／
市
民
が
集
う
場
を
ふ
や
そ
う

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

小
平
市
の
農
業
、
農
地
に
つ
い
て
／

小
平
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

女
性
の
就
労
を
応
援
／
子
ど
も
の

権
利
を
保
障
す
る
保
育
に
つ
い
て

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

資
源
物
処
理
施
設
建
設
／
障
害
者

雇
用
と
精
神
障
害
者
施
策
の
充
実

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

保
護
者
の
教
育
負
担
の
現
状
／

給

食

費

の

無

償

化

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

シ
ス
テ
ム
共
同
化
で
コ
ス
ト
削
減
／

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
健
幸
都
市
を

 
質
問　

臼
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
化
か

ら
さ
ら
に
一
歩
進
め
各
シ
ス
テ
ム
の

広
域
で
の
共
同
化
、
ク
ラ
ウ
ド
化
を

進
め
る
べ
き
だ
が
検
討
実
績
は
。

　

渦
各
シ
ス
テ
ム
の
広
域
・
共
同
化

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長　

臼
近
隣
５
市
で
構
成
す
る
多

摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
で

共
同
化
を
協
議
し
た
。
今
後
、
新
た

な
方
策
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
国
や
民
間
の
動
向
等
を
注
視
す
る
。

　

渦
メ
リ
ッ
ト
は
、
共
同
利
用
に
よ

る
割
り
勘
効
果
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

現
在
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
変
更
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
と
広
域
・

共
同
化
で
行
政
コ
ス
ト
大
幅
削
減
を

 
質
問　

臼
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基

づ
く
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
薬
剤
師
会
等
と
の
協
力
で
飲
み

残
し
た
薬
を
本
人
が
再
利
用
す
る
医

療
費
削
減
の
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　

嘘
仮
称
小
平 
フ 
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

※

を
採
用
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

市
長　

臼
早
期
発
見
、
重
症
化
予
防

に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
実
施
す
る
。

　

渦
近
隣
市
に
お
い
て
も
実
施
し
て

お
り
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　

嘘　

年
度
か
ら
介
護
予
防
リ
ー
ダ

２８

ー
の
養
成
を
開
始
し
て
お
り
西
東
京

市
の
事
例
も
参
考
に
フ
レ
イ
ル
チ
ェ

ッ
ク
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
と
小
平
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
で
健
幸
都
市
を
目
指
そ
う

 
質
問　

臼
市
立
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
授
業
料
と
教
科
書
以
外
の
保

護
者
の
年
間
の
負
担
額
は
。

　

渦
義
務
教
育
に
か
か
る
保
護
者
負

担
の
現
状
へ
の
受
け
と
め
と
対
策
は
。

教
育
長　

臼
お
お
む
ね
の
平
均
額
は

小
学
校
で
、
１
年
生
が
７
万
８
千
８

百
円
、
２
年
生
か
ら
５
年
生
が
５
万

６
千
８
百
円
、
６
年
生
が
８
万
３
千

７
百
円
。
中
学
校
で
、
１
年
生
が　
１７

万
７
千
円
、
２
年
生
が
７
万
３
千
２

百
円
、
３
年
生
が　
万
３
千
７
百
円
。

１４

　

渦
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
等
個
人
で
所
有

し
使
用
す
る
も
の
、
学
校
給
食
費
や

修
学
旅
行
費
等
個
人
に
帰
す
る
も
の

義

務

教

育

に

か

か

る

教
育
費
の
軽
減
に
つ
い
て

は
保
護
者
に
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
。
経
済
的
に
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
た
世
帯
に
は
就
学
援
助
制
度
に
よ

り
学
用
品
費
等
を
支
給
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
給
食
費
の
未
納
の
原
因
は
。

　

渦
未
納
の
家
庭
へ
の
市
の
対
応
は
。

教
育
長　

臼
給
食
費
は
食
材
購
入
の

み
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
未
納

が
給
食
全
体
に
影
響
す
る
こ
と
等
、

仕
組
み
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
え

て
い
な
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
世
帯
に
は
、
就
学
援
助
制

度
等
に
よ
り
給
食
費
が
支
給
さ
れ
る
。

引
き
続
き
制
度
を
案
内
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
分
別
収
集
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
５
割

が
資
源
化
さ
れ
ず
、
ご
み
と
し
て
焼

却
さ
れ
て
い
る
現
状
へ
の
対
策
は
。

　

渦
施
設
は
つ
く
ら
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

今
ま
で
ど
お
り
小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
た
場
合
、
ど
う

い
う
問
題
が
発
生
す
る
か
。

市
長　

臼
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
３
Ｒ
の

理
解
促
進
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸

配
布
等
に
よ
る
分
別
の
徹
底
に
つ
い

て
周
知
に
努
め
て
き
た
。

　

渦
３
市
の
安
定
的
廃
棄
物
処
理
体

制
が
構
築
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

市
民
の
声
を
無
視
し
た
３
市
共
同 

資
源
物
処
理
施
設
新
設
の
影
響
は

 
質
問　

臼
な
ぜ
身
体
障
害
者
し
か
雇

用
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

　

渦
精
神
障
害
者
に
適
用
さ
れ
な
い

事
業
で
対
応
可
能
な
事
業
は
。

市
長　

臼
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者

と
し
て
、
窓
口
等
で
市
民
と
直
接
応

対
し
、
一
定
の
判
断
を
し
な
が
ら
業

務
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
。

　

渦
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
自
動

車
ガ
ソ
リ
ン
費
補
助
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
補
助
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
財
政
上
の
課
題
が
あ
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
街
路
樹
の
剪
定
や
電
線
に
か
か
る

高
木
の
維
持
管
理
の
あ
り
方

市
役
所
で
の
障
害
者
雇
用
拡
充
と

精
神
障
害
者
施
策
の
充
実

 
質
問　

臼
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
認
知
度
が　

年
現
在
で
３
・
４
％

２０１５

だ
が
、
上
げ
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
。

　

渦
男
性
が
家
庭
や
地
域
で
活
躍
す

る
た
め
の
施
策
は
。

　

嘘
仕
事
と
家
庭
両
立
の
意
識
と
環

境
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン

　

概
要
版
を
配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

２１ジ
等
で
周
知
し
て
い
る
。

　

渦
男
性
向
け
家
事
・
育
児
・
介
護

講
座
の
開
催
や
、
男
性
の
働
き
方
、

暮
ら
し
方
の
意
識
啓
発
等
を
行
う
。

　

嘘
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
選
択

で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
市
民
や

女
性
の
就
労
を
応
援
す
る
た
め
に

事
業
者
へ
の
働
き
か
け
な
ど
行
う
。

 
質
問　

臼
小
平
市
の
待
機
児
童
数
は
。

　

渦
市
立
保
育
園
の
保
育
理
念
は
。

　

嘘
市
立
・
私
立
保
育
園
共
通
の
保

育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
本
年
度
は
合
計　

人
。

８９

　

渦
子
ど
も
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、

保
護
者
、
地
域
に
も
最
善
を
尽
く
し

て
、
安
心
で
き
る
保
育
園
を
目
指
す

と
定
め
て
い
る
。

　

嘘
市
立
・
私
立
保
育
園
の
情
報
交

換
を
通
し
て
、
保
育
の
質
は
確
保
で

き
て
い
る
。
共
通
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に

担
保
さ
れ
る
べ
き
保
育
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
都
市
農
地
保
全
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金

の
交
付
状
況
と
今
後
の
考
え
は
。

　

渦
体
験
農
園
を
初
め
と
し
た
観
光

農
業
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

臼　

年
度
は
防
薬
シ
ャ
ッ
タ

２７

ー
設
置
補
助
、　

年
度
は
防
災
兼
用

２８

農
業
用
井
戸
設
置
補
助
を
交
付
し
た
。

今
後
は
、
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
、
市
内
農
地
の
保
全
を
図

る
た
め
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
農
家
に
対
し
周
知
し
て
い
く
。

　

渦
体
験
農
園
開
設
時
に
補
助
を
行

う
ほ
か
、
観
光
農
業
協
会
作
成
の
直

売
所
マ
ッ
プ
に
体
験
農
園
等
が
で
き

小
平
市
の
農
業
、
農
地
に
つ
い
て

る
農
園
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
歩
道
を
自
転
車
が
通
行
す

る
際
、
歩
行
者
と
す
れ
違
う
と
き
の

事
故
に
つ
い
て
、
市
の
対
策
は
。

　

渦
小
・
中
学
生
の
自
転
車
の
乗
り

方
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
の
内
容
は
。

市
長　

臼
交
通
管
理
者
等
と
連
携
を

密
に
し
、
路
面
標
示
等
で
注
意
喚
起

を
行
い
、
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
あ

る
こ
と
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長　

渦
長
期
休
業
日
前
等
の
機

会
を
捉
え
、
交
通
安
全
指
導
の
中
で

実
施
等
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者

会
等
で
も
啓
発
を
行
い
家
庭
と
連
携

し
た
交
通
安
全
指
導
を
進
め
て
い
る
。

小
平
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
高
層
ビ
ル
あ
り
き
で
な
い

方
法
の
可
能
性
は
あ
る
か
。
ま
た
、

再
開
発
ビ
ル
の
高
さ
抑
制
の
た
め
に

市
が
行
っ
た
こ
と
は
。

　

渦
市
民
へ
の
周
知
や
意
見
聴
取
、

合
意
形
成
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

臼
駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
老
朽
化
し
た

建
築
物
が
密
集
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ
く
り
も
期
待

さ
れ
て
い
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路

整
備
だ
け
で
は
課
題
解
決
は
難
し
い
。

工
事
費
高
騰
に
よ
る
計
画
案
見
直
し

の
際
に
、
市
民
広
場
の
創
出
を
提
案

小
川
駅
西
口
の
駅
前
整
備
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に

し
、
高
さ
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
。

　

渦
都
市
計
画
決
定
に
至
る
過
程
で
、

説
明
会
等
の
開
催
や
計
画
案
の
縦
覧
、

意
見
書
の
提
出
な
ど
、
住
民
の
意
見

を
反
映
す
る
た
め
の
手
続
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
公
民
館
や
地
域
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
貸
し
部
屋
の
予
約
開
始
を
３

か
月
や
半
年
前
に
延
ば
せ
な
い
か
。

　

渦
大
学
や
事
業
者
と
連
携
し
て
場

を
借
り
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
の
方
向
性
を
検
討
す
る
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

市
民
が
集
い
学
ぶ
場
を
知
恵
と

工
夫
で
も
っ
と
ふ
や
そ
う

 
質
問　

臼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
支
え
る
認
知
症
施
策
を
担
う
人
材

の
資
質
向
上
の
た
め
で
き
る
こ
と
は
。

　

渦
介
護
者
支
援
の
検
証
と
課
題
は
。

　

嘘
一
人
一
人
の
生
活
を
支
え
る
包

括
的
生
活
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

臼
認
知
症
支
援
リ
ー
ダ
ー
と

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
の

実
施
及
び
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

よ
り
資
質
の
向
上
等
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
家
族
介
護
教
室
を
実
施
し
た
が

参
加
が
難
し
い
人
も
い
る
。
心
理
的

負
担
や
孤
立
感
を
感
じ
る
家
族
が
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
、
居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

　

嘘
各
種
相
談
窓
口
の
充
実
と
周
知

を
図
り
、
本
人
や
世
帯
が
抱
え
る
課

題
を
把
握
し
、
関
係
機
関
と
の
一
層

の
連
携
で
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
。

 
質
問　

臼
市
の
障
害
者
雇
用
の
３
か

年
の
実
績
は
。

　

渦
身
体
障
害
者
の
み
の
採
用
選
考

を
見
直
し
、
知
的
・
精
神
障
害
者
も

受
験
可
能
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

臼　

年
度
１
人
、　

年
度
２

２６

２７

人
、　

年
度
の
任
用
は
な
い
。

２８

　

渦
採
用
の
拡
大
に
つ
い
て
は
他
団

体
の
採
用
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

職
務
内
容
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

の
可
否
等
を
研
究
し
て
い
く
。

障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く

合
理
的
配
慮
を
進
め
る
た
め
に

▲観光農業への取り組み（体験農園）

▼体験農園のパンフレット


